
研 究 成 果

臭気・ガス揮散抑制のためのスラ

1 背景・ね らい

近年、スラリー散布時の臭気の問題や、曝

気処理時のアンモニアの大量揮散による大気

汚染に注意が払われるようにな り、ふん尿の

処理・利用時の臭気対策 とガス揮散の低減対

策が求められています。

そのため、3種 類のスラリー散布方式につ

いて (① スラリースプレッダー方式、②バン

ドスプレッダ方式、③浅層インジェクション

方式)ア ンモニア揮散の状態を明らかにして、

スラリー散布時の臭気対策を検討 しました。

また、曝気処理時のアンモニア揮散の動態を

把握 し、その排出量を低減させる一方法 とし

て、吸気口および排気口を除き、ビニールシ

ー トで密閉処理を行った曝気槽 (容 積 :39.7轟 t

有効容積 :15.91n3)に おける送気時のアンモニ

ア揮散抑制効果を明らかにしました。

2 技術内容

スラリーの散布方式とアンモニア揮散

バ ン ドプレッダ方式 (写 真 1)で は散布時

の臭気の拡散範囲をスラリースプレッダー方

式よりも狭 く抑えることができました。 しか

し、アンモニアの揮散は長 く続 く傾向が認め

られました (表 1)。

浅層インジェクシ ョン方式 (写 真2)は 、
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スラリースプレッダー方式 と比較 して、アン

モニアの揮散および臭気を低減できることが

認められました (図 1)。
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写真 1 バンドスプレッダ
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写真2 スラ リーイ ンジェクタ



表1 散布方法別の臭気強度 表2 処理条件の違いによる曝気槽 内の総窒

素量の変化 と総窒素減少率

総窒素  総窒素減少率
(mg/L)         (00)

開放条件
投入原料  2690*
曝気槽内液 2201* 20

密閉条件
投入原料  2690*
曝気槽内液 2568*

表3 処理条件の違いによるアンモニア排出

量の低減率

臭気強度* 平均風速  散布量
(m/s)    (t/10a)

20n1    50m  100m

バンド

スプレッダ区

スラリー

スプレッダ区**

2   2  0

2   2  2

理処
2.3

1.6

2.6

1.8

*0な し、1かすかに奥う

**(測定‖:離は‐136m)

2は っきり奥う、3強 烈な臭い
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図1 スラリー散布方式別の現物散布量に対

するアンモニア揮散速度

曝気槽のカバー リングによる

アンモニア揮散の低減効果

一般的なカバーのない曝気槽 開放条件で

は、乳牛ふん尿スラリーから排出されるガス

割合は総窒素量の20%で した。曝気槽を密閉

条件にすることで、曝気槽から排出されるガ

スを総窒素の5%に 抑制できました (表 2)

また、密閉条件における曝気槽から大気中

へのアンモニア排出量は、開放条件 と比較 し

て20%に 低減できました (表 3)。

開放条件 550
20

密閉条件 110

3 まとめ

以上の結果より、スラリー散布においてバ

ン ドスプレッダ方式は臭気拡散を、浅層イン

ジェクション方式はアンモニア揮散 と臭気の

拡散を低減することが示されました。また、

曝気槽に対する密閉処理はガス揮散対策 とし

て有効であることが明らかにな りました。
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翫布後経過ご高い″
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